






















Ⅰはじめ 

 乳幼児期は基本的な食習慣や食事の態度,食嗜好などの生活習慣を形成する時期である。

最近,摂食について問題ある行動が指摘されるようになった。乳幼児の食行動は,本能的な

摂食行動から,これによって導びかれる学習によって人としての摂食行動が確立していく

といわれている。これらの食事に関わる行動は乳幼児の生活環境や養育者の態度,特に,母

親が直接大きな影響を及ぼすと考えられる。 

 本年度は乳幼児の食行動に母親の養育条件がどのように関わっているかを捉えるため,

アンケートによる実態調査を行った。 


